
道南技術士会では昨年３月の総会（2006年（平成

18年）３月３日）において、１年間の活動内容を纏

めた機関誌「一歩」の第１号を創刊し、引き続き今

年３月の総会（2007年（平成19年）３月２日）に第

２号を発行しました。

年間６～７回実施するCPD研修会の概要をはじ

め、セミナーなど当会で実施した内容を纏めた活動

報告集で、次回は来年３月の総会時に第３号を発行

する予定です。

機関誌は現在、会員の方々にのみ配布しておりま

すが、今後順次、開発局・大学・行政など関係機関

に赴き、技術士制度の活動を積極的に啓蒙・普及し、

各方面で理解を深める行動に繫げる計画でおりま

す。

因みに、装丁・印刷などすべて当会内の手作りで、

Ａ４版カラー、21～22頁です。

１．機関誌名「一歩」命名の由来

命名者の船山会長（当時）は、「一歩」創刊号に次

のように記しています。

「道南技術士協議会の社会貢献は、20世紀に蓄積

された地球規模の課題など、今日我々が抱えている

テーマに取組む中に潜んでいるのではないでしょう

か。その答えは、回を重ねていく毎年の「活動報告

集」により、皆様全員で結論づけていきたいもので

す。小さくても確実な「一歩」を刻んでいけること

を願い、報告集の名前を「一歩」とすることを提案

いたします。」

２．「一歩」第１号 平成17年度活動報告集の概要

■「道南技術士協議会 活動報告集の発行にあたっ

て」

要旨>道南の技術士誕生から今日に至る歴史、即

ち「道南技術士協議会の原点」として、1958年（昭

和33年）の第１回技術士試験で関昌作氏（北海道

庁函館港湾建設事務所）が合格されて以降、1983

年（昭和58年）の当会の創設を経て、今日にいた

る歴史が記され、さらに、「地域への社会貢献」を

掲げる私たちが、今後直面するであろう課題につ

いて、船山会長（当時）が述べています。

以下、項目のみ紹介します。

■「函館国際水産・海洋都市構想の技術研究に関す

る集い」

■「流れの科学研修会― 北海道大学 吉田先生講

演会― 」

■「情報発信ワーキンググループの活動現況報告」

機関誌「一歩」によるネットワークの強化

― 年間活動報告を会員に配布、今後関係機関にPR予定 ―
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■「技術士試験対策講習会の実施結果報告」

■「船上から見る函館港と島防波堤災害復旧」

■「地域産学官と技術士の合同セミナー― e-ラー

ニング実施、事前デモについて」

■「函館市における歴史遺産・土木遺産をめぐるツ

アーに参加して」

■「道南技術士協議会規約」

■「道南技術士協議会 会員名簿」

３．「一歩」第２号 平成18年度活動報告集の概要

■「「一歩」第２号の発行にあたって」

要旨>船山会長（当時）が次のように述べておら

れます。「次の時代のキーワードとして、「価値の創

造が価値である時代社会へ（丹保放送大学長）」と「目

は無限のかなたを、足はしっかりと大地を（前田多

門）」にあるように、今日、人々は複数の分野にまた

がる活動を相互に連携させて、社会を構成する努力

が必要であります。いよいよ技術士の真価が問われ

る時がきており、めまぐるしく変化する時流の中で

あるがゆえに、我々技術士も新たな歩みを進めてい

かなければなりません。」

以下、項目のみ紹介します。

■「鹿部水産フォーラム〝鹿部水産業の未来を考え

る"」

■「寒地土木研究所の概要と研究内容について」

■「南檜山地区における歴史遺産、土木遺産をめぐ

るツアーに参加して」

■「CPD研修会として函館高専公開講座を共催」

■「函館工業高専PCセミナーに参加して」

■「函館の朝イカを全国に― スルメイカの鮮度保

持技術の開発― 」

■「活動記録写真集」

■「道南技術士協議会規約」

■「道南技術士協議会 会員名簿」

昨今、地域振興を目指し、多様な分野の技術を融

合するため、産学官連携・企業間連携など、ネット

ワークの重要性が注目されています。

道南技術士会においても、50名を越える会員・準

会員が所属し、緩やかに連帯して、情報交換をおこ

ないつつ、相互啓発を続けています。

「まずネットワークに参加し、ホットな情報を得

て、啓発に役立てる」よう、共に活動している次第

です。

今後とも、地域において多くの方々と技術士が〝顔

が見える信頼のネットワーク"を形成し、より積極

的に参加できるテーマを見出し、具体的な検討や、

技術交流を進め、企業や研究者、技術者の新たな仲

間づくりに努めたいと考えております。

（文責：道南技術士会 副代表 太宰啓至)
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